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要　旨　　「家庭における介護技術」一坂道地域に伍む人々の在宅支援　のテーマで平成１４年度長崎大学公

開講座を開催した．講座の内容は長崎市の坂道居住の現状報告，寸劇とグループワーク ，実習室で介護技術

の演習 ，階段昇降機「さかだんくん」の体験学習であ った 、参加者は ，介護従事者を含めた市民」般１５名で

あった ．受講者からの自記式アンケートの結果は，内容や展開方法は良い評価であったが，場所や広報，受

講料の問題が課題として残 った ．今後の展望として，大学が行う公開講座に対する地域杜会の人々の二一ズ

アセスメントを行う必要性が考えられた
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はじめに

　長崎大学公開講座は，地域杜会の生涯教育推進の 一一端

を損うもので大学における知識資源を杜会に公開し ，地

域社会への貢献と開かれた大学を目指すことにある ．本

学が平成１３年１０月１日付けで長崎大学医学部保健学科に

改組された機会をとらえ ，地域の人々との連携と共に学

び合う関係性を構築したいと考えてこの講座を開設した

　テーマは ，「家庭における介護技術」一坂道地域に住

む人々への在宅支援一である ．この講座の趣旨 ・目的は
，

長崎の特徴である「坂道地域」に居住する人々の日常生

活を拡大するための援助技術を提供することであった

テーマ設定の理由は ，長崎市の６５歳以上の全人口に占め

る割合は１９．５％（平成１３年７月ユ現在） ］コ

であり ，全国平

均の１７ ．５％
１」

を上回 っていることに加えて ，長崎市の市

街地の約７０％は坂道地域であるという地形的特徴がある

坂道地域は高齢化の割合が２０％を超える地域が多い
３ｉ

こ

とから高齢居住者の支援が重要であると考えた ．そこで
，

坂道地域の高齢居住者に対して日常生活を拡大するため

の援助技術を ，ヒューマンケアリングの視点で受講者と

双方向的に学びあう展開とした

ては ，地元新聞紙とＦＭ局を利用した ．その結果，１８名

の応募があ った（受講当日の参加は１５名） ．対象の属性

の内訳は ，表１に示した

　　　　　　　　表１ ．対象の属性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

一性別　　　　　男一性　　　　　　　　　６

　　　　　　女性　　　　　　　　１２

職種等 介護福祉従事者
栄養土

教育関係者

公務員

学生

主婦

パート

無職

不明

２． 講座の内容と展開方法

　講座の内容に関しては，公開講座担当グループが中心

となり講座の内容と展開方法について看護学専攻全体で

討議し調整を行 った ．その結果，表２に示す展開となっ

た．

Ｉ． 講座開設の方法

１． 受講対象者の募集について

　対象は，長崎市と近郊の市民一般と介護従事者とした

講座開催の約１ヶ月前に長崎市と近郊’の訪問介護施設
，

訪問看護ステーシ ョン ，通所介護施設，通所リハビリテー

ション施設，総合病院など２１０施設に案内の文書とポス

ターを郵送し受講を募 った ．また市役所介護保険課，す

こやか支援室，中央 ・北保健センターに受講募集の依頼

を行いポスターを掲示した．メディアを用いた広報とし

１）坂道移送システムの紹介

（１）長崎市坂道地域の現状と坂道移送機

　長崎市坂道地域の現状調査を筆者と看護学科３年次の

学生と共に ，長崎市の代表的な坂遣地域である立山地区

の歩行調査を行 った ．その調査結果は ，斜度１５度以上の

坂道地域に住宅が密集していること ，横に連絡する道が

なく隣に行くにも回り道を要すること ，一人がや っと通

過できる道幅が続くことなどについてスライドを用いて

報告した

長崎大学医学部保健学科看護学専攻
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表２ ．公開講座プログラム

時閤 項目 内容 場所
１２ ＝００～１３＝１Ｏ 受付 受付 ・受講料徴収 玄関

１３＝ＯＯ～１３＝０２ 挨拶

１３１０２～１３１１５ プログラム内容について
１３１１５～工３＝５０ 坂道移送システムの紹介

１Ｏ１講義室

１３：５０～１５：ＯＯ ロールプレイ ・グルーブ
ーク ・ロールブレイ

資料参照

１５＝ＯＯ～１５＝１５ 休憩 ・移動 誘導

１５＝１５～１５＝５５ 移送移乗妓術の実技演習 少人数グループに

員がついて指導

第１実習室

１６：ＯＯ～１６：２０ ケアリングについて講和 講座のまとめ含む １Ｏ１講義室

ユ６：２０～１６ ：４０ さかだん君体験 ・記念撮影 玄関
１６＝４０～１７：ＯＯ 終了式 ・アンケート １０１講義室

表３ ．坂道移送機の比較

クイプ 定口 速さ 広さ 特徴 利用方法

天神町 懸垂型モノレー １人 １５ｍ’分 １人椅子 ・１人立 クッチセンサー 自治会管理
、

（てんじん君〕 ル 位で狭い 緊急停止、安 町内住罠の

全パー 持つカード

を差込口に

入れる

グフパー圓 レール型モノ ！人 １５ｍ’分 車椅子、ペピー 常時水平勾配 、 近くの管理
レール カーがゆ ったり 折り畳み椅子 舎の讐備員

乗れる の設竈 に依頼

稲佐山山頂 懸垂型ゴンド ２人 不明 車椅子１台はそ 山の斜面で急 無人化され
ラ のまま乗れる 勾配急カープ ており誰で

ある も利用可能

大浦地区 斜行エレペー １７人 ９０ｍ’分 十分な広さあり 防犯カメラ
、 誰でも利用

（グラパース ク 非常口 、エレ 可能

カイロード〕 ぺ一ク内モニ
クーによる宣
全管理、シル
パー人材セン

クーの人が駐
在

ニケーションの場になっ ている様子が見られた
．

（２）坂遭在宅支援についての情報提供

．長崎市で行われている支援の中で，特に坂道地区など

の環境や身体的要因で外出が困難な人が利用できるもの

を紹介した ．移送支援，生活のための支援，事故防止の

ための支援に区分し対象や内容，手続き ，料金などをま

とめて一覧表にして提示した（表５）
．

表４ ．利用者の声と実体験しての気づき

て

ん

じ

ん

君

グ

圓

大
浦
斜
行

レ

タ

メリット

１上り下りが楽になった

・荷物か多い買い物帰りなど便利
・膝への負担がなくなった

・スピードはちょうといい
・乗り心地よい、気持ちいい

・常に水平で不安感がない
・揺れなく安定Ｌている
・妊婦、ペピーカーも利用できる
・広さに余裕がある

・楽になった、うれしい
・雨や雪の日に便利

・設置前より外出の回数が増えた
・以前は自宅までククシーを利用していた
か今は無料で帰られる

・冷暖房完備できれい、明るい
・朝早くから夜遅くまで動いているので運
行時間（６＝ＯＯ～２３：３０〕は十分よい

デメリット

・狭い

・スピードが遅くて歩くほうが速い
・１台しかないから待たないと乗られない

・雨のとき濡れる

・利用時、讐備員を呼んできて動かして
もらう必要がある

・通常の入口とは別で回り道になる、わか
りにくい

・途中の階で降りても横への遭絡路がまだ
完成していなくて不便

・土地の逼用や冒用のことを考慮すれぱど

こにでも設置できるわけではない
（工事総額１３億９千万円〕

　現在，長崎市内には ，天神町，グラバー園，稲佐山山

頂， 大浦地区に坂道移送機が設置されている ．それらは
，

高齢者や障害者の移送支援としてだけではなく ，防災や

通学，観光資源へのアクセスなどとして利用されている

上記４箇所の坂道移送機についての比較を表３に示した

利用者へのインタビューと調査班の学生と体験での気づ

きについて表４に示した

　大浦地区に設置された斜行エレベーターは ，全国でも

珍しい斜面を昇降するエレベーターであった ．坂道の上

にある小学校の通学や住民の生活の足として，また観光

用として広く利用されていた．利用者からは喜びの声が

聞かれ，住民の使用頻度の高いことをうかがえた、実際
，

調査日には半日でエレベーターの利用者が３９１人であっ

た． また ，エレベーター利用の場が，住民同士のコミュ

２）移送 ・移床の演習１（寸劇）

　介護対象者，介護者を追体験するために寸劇を用いて

問題提起を行 った．問題提起は，以下の事例を用いた場

面１ ，場面２で行い，場面１と場面２の問にグループワー

クを行い，受講者と教官と共に学びあうデイスカッショ

ンの場とした

（事例の紹介）

　鈴木カメさん，７８歳　女性、脳梗塞で入院していたが
，

リハビリテーシ ョン後，自宅療養が可能となり２週間前

に退院してきた、身体に軽度の障害が残り ，歩行は伝い

歩きである ．鈴木さんは，坂道の上に一人で住んでおり
，

外出ができない．牲格は，元来明るく ，社交的だ ったが
，

最近は笑顔が見られず憂欝な毎日を過ごしている ．近く

に娘家族が住んでおり ，娘が毎日訪問して日常生活の世

話をしている

（場面１）

　娘が来訪し，事例に対して動くように言い，無理やり

身体を起こし上げる ．そして ，娘にも無理な介助により

腰痛が生じている ．娘は外出させたいと思っているが ，

方法がわからない．事例も外出したいと思っているが ，

現在の自分を情けない姿と思い人に見られたくないと思 っ

ている ．介護者のぺ一スが優先している

（場面２）

　高校生の孫がお見舞いに訪れたのをきっ かけに ，事例

は起きて動いてみようかという自立の心が芽生える ．そ

こに ，訪問看護師が来訪し，事例と介護者である娘の両

方のがんばりを認めつつ，キネステティクを活用した介

助の方法を指導する ．また，着替えを促し，整髪や整容
，

お化粧を行うことで事例の行動する意欲を高め，車椅子

に移乗して外に出てみることができた．そして ，今年の

敬老会には友人にあ ってみたいと希望を娘に話している

場面で終了する

　表６に ，グループワークで出された意見を集約した

それぞれのグループには ，介護に携わ ったことがある専

門職が必ず入るように配慮した、介護現場での実際的な

意見も聞くことができ ，活発に意見交換ができた
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表５ 坂道移送支援サービスの一覧表

対　象 内　容 利用方法 １手続き 料金

瀦支擾サーピス “いこ一で
Ｉ’

・介護保険において要支援 ・要介護の認 ０通所介護（デイサービス）及ぴ短期 市イ辣肝介護保険課に申請 ・３０分未満を１回

介護保険制度の市町村特別給付 定を受けた方で、層宅から車等により 入所（ショートステイ〕等の介護サ 『移送支援サーピス利用者 とし移送介護員

自力で移動可能な場所までの間に坂 一ピスを利用する時 証』の交付を受ける 。 １人につき 、１

や階段など州があって移動に介助が ◎通院や買い物等で外出する時 ・介護保険のサーピスのため 回あたり８０円

必要な方 。 ＠病院に入院、施設に入所していて一 ケアブランに組み込むこ の負担。３０分毎

＊１〕地形等の要件 ：おおよそのめやすヒＬて階 時的に外泊する時 とが原則 。 に１回として加
段２０段、あるし憾坂道１０Ｄｍ。しかレその他で ０２鰯などて、利用者の自宅から車等 前月に担当のケアマネー 算される 。

あっても利用司能。 により自カで移動可能な場所（例えぱ ジャーに相談する必要が

牽道）までを、歩行介助、おんぷ、庫 ある 。

椅子、担架等を使用して移送介護員 ‘…〕 ・急な利用が必要となった時

が一人または複数人で介助する 。 は（冠婚葬祭など）ケアマ

＊２〕移送介竈， ：ヘルパー３級以上で長崎市が ネージャーに相談し、移送

主催する研修会を修了したもので、移送支授サー 介護員の手配がつけぱ利
ピヌ指定業者（別表１〕に＾するもの 用できる

２）訪問介竈‘ホームヘルプサーピス） ・介護保険において要支暖 ・要介護の認 身体介讃型のホームヘルパーが通院 ・介惹保険の申請をして要介 ・３０分未満で自己

による遍院介竈 定を受けた方 。 の付き添いを行う 。 護認定を受ける 。
負担額２１０円

介護保険の給付サーピス いわゆる「介護タクシー」が含ま ・ケアブランに身体介護型の ・所用時間により

れる 。指定訪問介護事業所として ホームヘルプサービスを 料金が規定され
タクシー会社が享業所登録してお 組み込む 。 ている 。

り、 身体介護としてそのタクシー

会社の章を利用して移送するも
の。

蕪介邊ククシーについては、詳Ｌく‘韻見在厚生労

螂省で検討箏項にな っており 、今後変更される珂

能性あり 。

３〕ポフンァイアなどによる１Ｏ院介助 ・長崎市およぴ西彼郡に居住している要 ・通院の困難な人工透析患者の自宅と 「ほほえみながさき」に入 １回の送迎につ

「ほほえみながさき」 介護透析患者等（透析，患者以外の難病 病院闇の移送支援サーピスをポラン 会する 。
き４００円を寄付

（長崎県関協通院介護支援センター） 患者を含む） ティアが所有する自家用車にて送迎 ほほえみながさき事務局 として納める

サーピスを行う 。 長崎市大手１丁目２４一蝸

鴨１・ ｆ囲ｘ　０９５・８４９・３２３９

滋１１１１・

蹴１〕訪問理美蓉サービス○簑 ・身体的及びイ蝋寛の要因により 、一般 老衰、心身の障害及ぴ傷病などの 長崎市すこやか支援課 費用は実費を支

の理美容サーヒスを利用することが 理由により 、理容院や美容院に出 に申請 払う 。交通費 、

困難な高齢者 向くことが困難な高齢者に対し 申請後、利用券４枚（年 手間賃などは無
て、 居宅で手軽にこれらのサービ 度内利用可能）が交付さ 料。

スを受けられるように訪間理美容 れる 。「訪間理美容サー

サーピスを年４回実施。 ビス事業指定店一覧表」

により近くの理美容院
に連絡してサー一 ピスを

うける 。

２〕独居老人等ごみ出し担助卿 身体及び住環境の要因により指定 ・斜面地路地奥及ぴエレベータが ・長崎市すこやか支援課に申 無料

されたごみステーションまで自力 設置されていない中高層住宅等に 請する 。

ではごみ出しが常時困難な独居等 居住する者で、ごみ出しが困難な
の高齢者 者に戸別収集を実施 。

３）配企サーピス嚇 独居の高齢者や品齢者のみの世帯 ・栄養のパフンスのとれた食事を調 ・長崎市す」やか支援課に申 １食４００円

及ぴこれに準ずる世帯並ぴに身体障 理し、居宅へ訪問して定期的に提 請 治療食やオプシ

害者であって、老衰、心身の障婁及ぴ 供するとともに、安否を確認し 、 ヨンメニューは

傷病等の理由により調理が困難な方 健康状態に異常があ った時等は関 値段が異なる

係機関への連絡等を行う

１）聚急遍報システム醐 ・独居の高齢看及ぴ高齢者のみの世帯並 急病や災書等の緊急時に迅速かっ ・長崎市すこやか支援課に申 ・所得に応じて 、

ぴにこれに準ずる世帯に属する高齢 適切な対応を図ることを目的に緊 請 設置費用の一部

者で身体的及ぴ環境的要因で緊急通 急通報体制の整備を行うととも 利用者負担あり

報装置の設置が必要な方 。
に、 低所得者に対しては緊、急通報

装置の貸与を行う 。

電話型でポタンを押せぱ市が委託

している安全センター（消防では

ない〕につながる 。

・声の訪問事業というのもある
　　一　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　Ｈ

）介竈予防教室 市内在住の局齢者 市内全在宅介護支暖センタ ー一で実 ・最寄りの在宅介護支援セン 　無料
「転倒予防教室」など 施されている。市内を東甑南部 、 ターこ問い合わせる 。

北部、中央部などのプロックに分

けて行 っている 。国の要項に沿 っ

て、 在宅介護支援センターで特性

を出して実施している

表６ ．グループワークでの意見

場面１

場面２

声のかけカがきつい。自分の実の・母親であ っても優しい言．葉かけが

大切 。

自分が寝込んでしまっ たというショックが起きられなくなる弓１き

金にもなる 。精神面への介護も犬切 ．

・娘が介護者だと甘えがでる

スローモーションの介護が必要。ゆ ったりとした時間で介護する 。

介護サーピスをうける際の本人と家族の希望の違いをどう取り入れ

るかが難しい ｏ

本人が自分の状態をよく受け入れるように働きかけることが大切 。

本」人の意志を尊重した接し方が大切 。

・技術の威カはすごい 。起こし方一つでも知 っているのと知らないで

１よ全然違う
。

・仕事一筋で牛．きてきた趣味のない男性などは外１．出に意欲を向けるこ

　とは難しい 。

・異帷の介護者は抵抗感を持つ人もいるのではないのか 。

３）移送 ・移床の演習２（キネステティクを活用した看

　　　護技術の演習）

　『さあさんのかか ってキネステテイク』澤口裕二著

（日総研 ・２００２年発行）をテキストとして使用し ，実際

にベッドを使って看護技術の演習を行った．キネステティ

クとは ，対象者の持つ力を活用し「白然な動き」を介助

することで，対象者が動くのを手伝うという考え ’方 ４コ

の

技術である 、この技術を活用することで，対象者が動か

されるのではなく ，気持ちよく自分で動いたという感覚

が保てることから ，主体性を尊重した看護技術であると

捉えた 、事前に看護学専攻教官の問でキネステティクの
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技術の研修を行 った

　演習内容は，＠ベッドの上の水平移動，　仰臥位から

側臥位，（蔓）側臥位から端座位，＠端座位から立位 ，（蔓）端

座位から車椅子への移乗であ った ．演習方法は ，まず説

明をしながら ，デモンストレーシ ョンを行い ，その後受

講者２～３人に看護学専攻の教官が付き綿密に指導を行
っ

た。 受講者は，介護者側，介護を受ける側の両方を体験

し意見交換を行 った

４）階段昇降機「さかだんくん」の体験

　坂道地域に居住する人の移送を支援する坂段用の車椅

子型の階段昇降機である「さかだんくん」を協和機電工

業株式会社の協力により紹介した ．「さかだんくん」は
，

長崎大学工学部との共同開発で製作された自走式階段昇

降機である ．階段で困 っている高齢者や障害者が安心し

て外出できるようにとの目的で開発された、屋外の坂や

階段を安全に簡単に，しかもやさしい移送ができる構造

となっ ている ．「さかだんくん」の特徴は，＠昇降，旋

回， 走行すべて介助者のジ ョイステイックレバーの操作

によるため，力を必要とせず操作が楽であること ，＠様々

な屋外階段に対応可能，　昇降機はライトバンに搭載可

能， ＠安全対策が万全，＠原動力はバッテリーで家庭用

コンセントでの充電式である ．今回の講座では ，実際に

受講者が運転したり ，乗車したりして体験した ．「怖い

と思 っていたが乗 ってみるとそうでもない」 ，「運転に慣

れる必要がある」などの意見が聞かれた、また ，バッテ

リーはどれ位もつのか，斜度はどれ位まで可能なのかな

ど多くの質問が出された

５）ケアリングについて

　人が人をケアすることについてミルトン ーメイヤロフ

の「ケアの本質」引 による説明があ った ．たとえ親子で

あっ ても人が人をケアするためには，自分自身がその人

の欲求を理解しなければならないこと ，その欲求に適切

に応答できなければならないこと ，好意があるだけでは

ケアは可能ではないことを知る必要がある ．また ，その

人をケアするためには，相手についてその人がどんな人

なのか，その人の限界がどれくらいなのか，その人の求

めていることは何なのか，その人の成長の助けになるこ

とはいったい何かを知る必要がある ．つまり ，「ケアと

は， つかの問の関係ではなく ，人格をもつ一人の人間を

ケアすることであり ，もっと深い意味でのその人が成長

すること ，自己実現することを助ける一つの過程である

さまざまな展開を内にはらみつつ ，人に関与するあり方

である ．」という説明があ った

３． 実施後の評価

　実施後の評価を ，長崎大学公開講座受講生の白記式ア

ンケートの集計により行 った ．その結果，講座受講の目

的は，職業上の能力や技術の向上に役立てるといったレ

図１ ．公開講座の受講目的

図２ ．講義内容の評価

図３ ．講座の開設について

ベルアッ プのために受講している人が最も多かった（図
１） ．そのため，内容の程度を高くしてほしいと答えた

人が全体の４分の１を超えていた．内容についての感想
は， とても良か った ，良か ったが９０％以上を占めていた

が， 講義の方法について半数近くが，具体的な提示がほ

しい，テキストの工夫が必要などの要望があ った（図２）

講座全体の開設に関しては，開催場所，広報，受講料な

どについて検討課題が残された（図３）

４． 今後の展望に向けて

　今回の公開講座は保健学科として初めての公開講座で

あったが，広報 ・Ｐ　Ｒ不足もあり受講者が１５名と少なか っ

た． 実施後の評価で場所や広報の方法，受講料に対する
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公開講座の展開と評価

課題が明らかとなっ た． 今後は ，例えばロゴマークを決

めてシリーズ化し ，地域杜会の人々が求めている学習内

容を二一ズアセスメントして公開講座を行うために ，看

護学専攻全体で系統だ った企画に基づく取り組みが必要

だと考える

　今回の講座の展開としては，」方的な講義形式ではな
く， 主体的に取り組む参加型として寸劇やグループワー

ク， 体験学習 ，演習を含めた ．お互いの考えを述べ合う

場を提供したことでより学習が深められたと思われた

アンケートの自由記載欄においても ，「寸劇や演習など

あり ，楽しく分かりやすく体験学習できた」や「実披の

指導の仕方が詳しくマンツーマンで学べたことが良か っ

た」といった肯定的な意見が書かれていた ．いろいろな

背景をもち ，年齢層も異なる受講者が参加することは
，

グループをファシリテートする教官にとっ ても重要な学

習の場であ ったと評価できた ．今後も ，看護学専攻の専

門性を打ち出しながら ，社会に開かれた大学の理念に基

づき地域社会の人々と双方向的に学習しあう公開講座と

して継続していく必要があると考える

おわりに

　今回の公開講座の開講にあたり ，保健学科看護学専攻

教官」同での協力に感謝するとともに，事前調査に協力

していただいた長崎市介護保険課の桑水流参事，長崎市

すこやか支援課の川崎保健婦，さかだんくんの体験を快

く引き受けてくださっ た協和機電工業の大石裕紀さんに

深謝申し上げます
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